
(57)【要約】

【課題】車両内に少なくともスピーカを備えたＡＶシス

テムにおいてステレオ音声やサラウンド音声等の音場効

果を実現できるようにする。

【解決手段】任意のＡＶソースを各々選択して再生可能

に成された複数のリア・ディスプレイ２２，２３を車両

の後部座席に備えたＡＶシステムにおいて、両リア・デ

ィスプレイ２２，２３で同一のＡＶソースを再生してい

るか否かをコントローラ１５により検出し、同一ソース

の再生が検出されたときに、Ｌリア・ディスプレイ２２

からＬチャネルの音声信号を出力し、Ｒリア・ディスプ

レイ２３からＲチャネルの音声信号を出力するように各

リア・ディスプレイ用音声処理部１６，１７を制御する

ことにより、２つのスピーカ２２ａ，２３ａからステレ

オ音声を出力することができるようにする。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
車 両 内 に 複 数 の ス ピ ー カ を 備 え 、 任 意 の Ａ Ｖ ソ ー ス を 独 立 し て 再 生 可 能 に 成 さ れ た Ａ Ｖ シ
ス テ ム に お い て 、
上 記 複 数 の ス ピ ー カ に お い て 単 一 の ソ ー ス を 再 生 し て い る か 否 か を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、
上 記 検 出 手 段 に よ る 検 出 結 果 に 応 じ て 、 上 記 複 数 の ス ピ ー カ に 対 し て 出 力 す る 音 声 信 号 を
制 御 す る 制 御 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る Ａ Ｖ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 制 御 手 段 は 、 上 記 検 出 手 段 に よ り 単 一 ソ ー ス の 再 生 が 検 出 さ れ た と き は 上 記 複 数 の ス
ピ ー カ か ら 上 記 単 一 ソ ー ス の 音 声 信 号 を 複 数 の 系 統 に 分 け て 出 力 し 、 上 記 検 出 手 段 に よ り
複 数 ソ ー ス の 再 生 が 検 出 さ れ た と き は 上 記 複 数 の ス ピ ー カ か ら 上 記 複 数 ソ ー ス の 音 声 信 号
を そ れ ぞ れ 単 一 系 統 の 音 声 と し て 出 力 す る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の Ａ Ｖ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 検 出 手 段 に よ り 上 記 単 一 ソ ー ス の 再 生 が 検 出 さ れ た と き に 、 上 記 複 数 の 系 統 の 音 声 信
号 に 対 し て そ れ ぞ れ フ ィ ル タ 処 理 を 施 す フ ィ ル タ 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２
に 記 載 の Ａ Ｖ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 検 出 手 段 に よ り 上 記 単 一 ソ ー ス の 再 生 が 検 出 さ れ た と き に 、 上 記 複 数 の 系 統 の 音 声 信
号 に 対 し て そ れ ぞ れ 遅 延 処 理 を 施 す 遅 延 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の
Ａ Ｖ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 複 数 の ス ピ ー カ は 、 上 記 車 両 内 に 備 え ら れ る 複 数 の デ ィ ス プ レ イ に １ つ ず つ 搭 載 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の Ａ Ｖ シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は Ａ Ｖ （ Ａ ｕ ｄ ｉ ｏ 　 Ｖ ｉ ｓ ｕ ａ ｌ ） シ ス テ ム に 関 し 、 特 に 、 車 両 内 に 複 数 の ス ピ
ー カ を 備 え た Ａ Ｖ シ ス テ ム に 用 い て 好 適 な も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 車 両 の 後 部 座 席 （ 前 部 座 席 の 裏 側 等 ） に デ ィ ス プ レ イ を 設 置 し 、 テ レ ビ や Ｄ Ｖ Ｄ 等
の Ａ Ｖ ソ ー ス を 再 生 し て 後 部 座 席 の 搭 乗 者 が 楽 し め る よ う に し た Ａ Ｖ シ ス テ ム （ 以 下 、 こ
れ を 本 明 細 書 で は 「 リ ア ・ エ ン タ テ イ メ ン ト ・ シ ス テ ム 」 と 呼 ぶ ） が 提 供 さ れ て い る 。 こ
の リ ア ・ エ ン タ テ イ メ ン ト ・ シ ス テ ム に お い て 、 デ ィ ス プ レ イ に は 小 型 の ス ピ ー カ が １ つ
搭 載 さ れ て お り 、 再 生 中 の Ａ Ｖ ソ ー ス の 音 声 が こ の 搭 載 ス ピ ー カ か ら 出 力 さ れ る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の リ ア ・ エ ン タ テ イ メ ン ト ・ シ ス テ ム は 、 後 部 座 席 に 設 置 さ れ る 上 述 の デ ィ ス プ レ イ と
、 コ ン ソ ー ル 等 に 設 置 さ れ る ヘ ッ ド ユ ニ ッ ト と を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。 ヘ ッ ド ユ ニ ッ ト
は 、 後 部 座 席 の デ ィ ス プ レ イ の 他 に 、 前 部 座 席 の フ ロ ン ト ス ピ ー カ や 各 種 Ａ Ｖ 機 器 等 を 集
中 制 御 す る 。 後 部 座 席 の デ ィ ス プ レ イ は ヘ ッ ド ユ ニ ッ ト に 接 続 さ れ て お り 、 ユ ー ザ が こ の
ヘ ッ ド ユ ニ ッ ト の 操 作 子 あ る い は リ モ コ ン を 操 作 す る こ と に よ っ て 、 所 望 の Ａ Ｖ ソ ー ス を
選 択 し て 再 生 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 後 部 座 席 に 複 数 の デ ィ ス プ レ イ が あ る
場 合 に は 、 そ れ ぞ れ に お い て 異 な る Ａ Ｖ ソ ー ス を 選 択 し て 再 生 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 従 来 の リ ア ・ エ ン タ テ イ メ ン ト ・ シ ス テ ム で は 、 １ つ の デ ィ ス プ レ イ は ス
ピ ー カ を １ つ の み 搭 載 し 、 モ ノ ラ ル 音 声 の 出 力 し か で き な い よ う に な っ て い た 。 そ の た め
、 ス テ レ オ 録 音 さ れ て い る Ａ Ｖ ソ ー ス の 再 生 時 に お い て も 、 Ｌ ＋ Ｒ の モ ノ ラ ル 音 声 の 出 力
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し か で き ず 、 ス テ レ オ 音 声 を 出 力 す る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に 成 さ れ た も の で あ り 、 車 両 内 に 少 な く と も ス
ピ ー カ を 備 え た リ ア ・ エ ン タ テ イ メ ン ト ・ シ ス テ ム に お い て ス テ レ オ 音 声 や サ ラ ウ ン ド 音
声 等 の 音 場 効 果 を 実 現 で き る よ う に す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の Ａ Ｖ シ ス テ ム で は 、 単 一 の ソ ー ス を 再 生 し て い
る か 否 か を 検 出 し 、 そ の 検 出 結 果 に 応 じ て 、 車 両 内 に 備 え ら れ た 複 数 の ス ピ ー カ に 出 力 す
る 音 声 信 号 を 制 御 す る 。 例 え ば 、 単 一 ソ ー ス の 再 生 が 検 出 さ れ た と き は 、 当 該 単 一 ソ ー ス
の 音 声 信 号 を 複 数 の 系 統 （ 例 え ば 、 Ｌ チ ャ ネ ル と Ｒ チ ャ ネ ル ） に 分 け て 複 数 の ス ピ ー カ か
ら 出 力 し 、 複 数 ソ ー ス の 再 生 が 検 出 さ れ た と き は 、 当 該 複 数 ソ ー ス の 音 声 信 号 を そ れ ぞ れ
単 一 系 統 （ 例 え ば 、 Ｌ ＋ Ｒ チ ャ ネ ル ） の 音 声 と し て 複 数 の ス ピ ー カ か ら 出 力 す る よ う に 制
御 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の よ う に 構 成 し た 本 発 明 に よ れ ば 、 例 え ば 後 部 座 席 の 左 右 に ２ つ の ス ピ ー カ が 備 え ら れ
て い る 場 合 に お い て 、 異 な る ソ ー ス を 再 生 し て い る と き は 、 左 右 の ス ピ ー カ か ら 各 ソ ー ス
の モ ノ ラ ル 音 声 が そ れ ぞ れ 出 力 さ れ る 。 こ れ に 対 し 、 単 一 ソ ー ス を 再 生 し て い る と き は 、
左 の ス ピ ー カ か ら Ｌ チ ャ ネ ル の 音 声 が 出 力 さ れ る と と も に 、 右 の ス ピ ー カ か ら Ｒ チ ャ ネ ル
の 音 声 が 出 力 さ れ る こ と に よ り 、 ス テ レ オ 音 声 の 再 生 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 後 部 座 席 の 左 右 お よ び 中 央 に ３ つ の ス ピ ー カ が 備 え ら れ て い る 場 合 に お い て 、 単 一
の ソ ー ス を 再 生 し て い る と き に 、 例 え ば 左 の ス ピ ー カ か ら Ｌ チ ャ ネ ル 、 右 の ス ピ ー カ か ら
Ｒ チ ャ ネ ル 、 中 央 の ス ピ ー カ か ら Ｌ ＋ Ｒ チ ャ ネ ル の 音 声 を 出 力 す る よ う に 制 御 す る こ と に
よ り 、 サ ラ ウ ン ド 効 果 の あ る 音 声 を 出 力 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 こ れ ら 複 数 系 統 の
音 声 信 号 に 対 し て そ れ ぞ れ フ ィ ル タ 処 理 、 遅 延 処 理 、 あ る い は こ の 両 方 を 施 す こ と に よ り
、 更 に 複 雑 な サ ラ ウ ン ド 効 果 を 得 る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に よ る Ａ Ｖ シ
ス テ ム の 要 部 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ に お い て 、 １ は Ａ Ｍ ／ Ｆ Ｍ 放 送 を 受 信 し て 再 生
す る ラ ジ オ チ ュ ー ナ 、 ２ は テ レ ビ 放 送 を 受 信 し て 再 生 す る テ レ ビ チ ュ ー ナ 、 ３ は Ｃ Ｄ （ コ
ン パ ク ト デ ィ ス ク ） を 再 生 す る Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ 、 ４ は Ｄ Ｖ Ｄ （ デ ジ タ ル ビ デ オ デ ィ ス ク ） を
再 生 す る Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
２ １ は 車 両 の 前 部 座 席 付 近 に 設 け ら れ る 左 右 の フ ロ ン ト ス ピ ー カ 、 ２ ２ は 後 部 座 席 左 側 （
左 側 前 部 座 席 の 裏 側 ） に 設 け ら れ る Ｌ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ 、 ２ ３ は 後 部 座 席 右 側 （ 右 側 前
部 座 席 の 裏 側 ） に 設 け ら れ る Ｒ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ で あ る 。 Ｌ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ は
、 音 声 を 出 力 す る ス ピ ー カ ２ ２ ａ と 映 像 を 表 示 す る モ ニ タ 部 ２ ２ ｂ と を 備 え て い る 。 Ｒ リ
ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ３ も 同 様 に 、 音 声 を 出 力 す る ス ピ ー カ ２ ３ ａ と 映 像 を 表 示 す る モ ニ タ
部 ２ ３ ｂ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
１ ０ は ヘ ッ ド ユ ニ ッ ト で あ り 、 ソ ー ス 信 号 入 力 端 子 ５ を 介 し て ラ ジ オ チ ュ ー ナ １ 、 テ レ ビ
チ ュ ー ナ ２ 、 Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ ３ 、 Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ ４ の 各 種 Ａ Ｖ 機 器 と 接 続 さ れ て お り 、 こ れ
ら の Ａ Ｖ 機 器 か ら 音 声 ソ ー ス 信 号 お よ び 映 像 ソ ー ス 信 号 を 入 力 す る 。 な お 、 音 声 ソ ー ス 信
号 が ス テ レ オ 音 声 に 対 応 し て い る 場 合 は 、 そ の 音 声 ソ ー ス 信 号 は Ｌ チ ャ ネ ル の 音 声 信 号 と
Ｒ チ ャ ネ ル の 音 声 信 号 か ら 成 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 ヘ ッ ド ユ ニ ッ ト １ ０ は 、 信 号 出 力 端 子 ２ ５ を 介 し て フ ロ ン ト ス ピ ー カ ２ １ 、 Ｌ リ ア
・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ 、 Ｒ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ３ と 接 続 さ れ て お り 、 ヘ ッ ド ユ ニ ッ ト １ ０
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に お い て 後 述 す る よ う に 選 択 ・ 処 理 さ れ た 音 声 信 号 お よ び 映 像 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ヘ ッ ド ユ ニ ッ ト １ ０ の 内 部 構 成 に お い て 、 １ １ は フ ロ ン ト ス ピ ー カ 用 セ レ ク タ で あ り 、 音
声 ソ ー ス セ レ ク タ １ １ ａ を 備 え て い る 。 こ の 音 声 ソ ー ス セ レ ク タ １ １ ａ は 、 Ａ Ｍ ， Ｆ Ｍ ，
Ｔ Ｖ ， Ｃ Ｄ ， Ｄ Ｖ Ｄ の 各 種 音 声 ソ ー ス 信 号 を 入 力 し 、 後 述 す る コ ン ト ロ ー ラ １ ５ の 制 御 に
従 っ て 何 れ か の 音 声 ソ ー ス 信 号 を 選 択 し て 出 力 す る 。 こ の 音 声 ソ ー ス セ レ ク タ １ １ ａ に よ
り 選 択 さ れ た 音 声 ソ ー ス 信 号 は 、 フ ロ ン ト ス ピ ー カ ２ １ よ り 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
１ ２ は Ｌ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ 用 セ レ ク タ で あ り 、 音 声 ソ ー ス セ レ ク タ １ ２ ａ お よ び 映 像 ソ
ー ス セ レ ク タ １ ２ ｂ を 備 え て い る 。 音 声 ソ ー ス セ レ ク タ １ ２ ａ は 、 Ａ Ｍ ， Ｆ Ｍ ， Ｔ Ｖ ， Ｃ
Ｄ ， Ｄ Ｖ Ｄ の 各 種 音 声 ソ ー ス 信 号 を 入 力 し 、 後 述 す る コ ン ト ロ ー ラ １ ５ の 制 御 に 従 っ て 何
れ か の 音 声 ソ ー ス 信 号 を 選 択 し て 出 力 す る 。 映 像 ソ ー ス セ レ ク タ １ ２ ｂ は 、 Ｔ Ｖ ， Ｄ Ｖ Ｄ
の 各 種 映 像 ソ ー ス 信 号 を 入 力 し 、 後 述 す る コ ン ト ロ ー ラ １ ５ の 制 御 に 従 っ て 何 れ か の 映 像
ソ ー ス 信 号 を 選 択 し て 出 力 す る 。 こ こ で 選 択 す る 音 声 ソ ー ス 信 号 と 映 像 ソ ー ス 信 号 は 同 種
類 の も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
１ ３ は Ｒ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ 用 セ レ ク タ で あ り 、 音 声 ソ ー ス セ レ ク タ １ ３ ａ お よ び 映 像 ソ
ー ス セ レ ク タ １ ３ ｂ を 備 え て い る 。 音 声 ソ ー ス セ レ ク タ １ ３ ａ は 、 Ａ Ｍ ， Ｆ Ｍ ， Ｔ Ｖ ， Ｃ
Ｄ ， Ｄ Ｖ Ｄ の 各 種 音 声 ソ ー ス 信 号 を 入 力 し 、 後 述 す る コ ン ト ロ ー ラ １ ５ の 制 御 に 従 っ て 何
れ か の 音 声 ソ ー ス 信 号 を 選 択 し て 出 力 す る 。 映 像 ソ ー ス セ レ ク タ １ ３ ｂ は 、 Ｔ Ｖ ， Ｄ Ｖ Ｄ
の 各 種 映 像 ソ ー ス 信 号 を 入 力 し 、 後 述 す る コ ン ト ロ ー ラ １ ５ の 制 御 に 従 っ て 何 れ か の 映 像
ソ ー ス 信 号 を 選 択 し て 出 力 す る 。 こ こ で 選 択 す る 音 声 ソ ー ス 信 号 と 映 像 ソ ー ス 信 号 は 同 種
類 の も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
上 述 の Ｌ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ 用 の 映 像 ソ ー ス セ レ ク タ １ ２ ｂ に よ り 選 択 さ れ た 映 像 ソ ー ス
信 号 は 、 Ｌ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ に 出 力 さ れ て モ ニ タ 部 ２ ２ ｂ に 表 示 さ れ る 。 ま た 、 Ｒ
リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ 用 の 映 像 ソ ー ス セ レ ク タ １ ３ ｂ に よ り 選 択 さ れ た 映 像 ソ ー ス 信 号 は 、
Ｒ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ３ に 出 力 さ れ て モ ニ タ 部 ２ ３ ｂ に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
１ ４ は 操 作 部 で あ り 、 ヘ ッ ド ユ ニ ッ ト １ ０ に 関 す る 各 種 操 作 を 行 う た め の 操 作 キ ー を 備 え
て い る 。 例 え ば 、 電 源 の オ ン ／ オ フ 操 作 を 行 う た め の 電 源 キ ー 、 入 力 ソ ー ス 信 号 の 選 択 操
作 を 行 う た め の ソ ー ス 選 択 キ ー な ど を 備 え て い る 。 コ ン ト ロ ー ラ １ ５ は 、 ソ ー ス 選 択 キ ー
の 操 作 に よ り 選 択 さ れ た ソ ー ス 信 号 を 選 択 す る よ う に 、 フ ロ ン ト ス ピ ー カ 用 セ レ ク タ １ １
、 Ｌ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ 用 セ レ ク タ １ ２ 、 Ｒ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ 用 セ レ ク タ １ ３ を 制 御 す
る 。 こ の と き 、 各 セ レ ク タ １ １ ～ １ ３ に お い て そ れ ぞ れ 独 立 し て 任 意 の ソ ー ス 信 号 を 選 択
す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
１ ６ は Ｌ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ 用 音 声 処 理 部 で あ り 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ５ の 制 御 に 従 っ て 、 Ｌ
リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ 用 の 音 声 ソ ー ス セ レ ク タ １ ２ ａ に よ り 選 択 さ れ た 音 声 ソ ー ス 信 号 に 対
し て 、 各 リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ ， ２ ３ に お け る 再 生 ソ ー ス の 異 同 に 応 じ た 音 場 （ モ ノ ラ
ル 音 あ る い は ス テ レ オ 音 等 ） と な る よ う に 所 定 の 信 号 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
１ ７ は Ｒ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ 用 音 声 処 理 部 で あ り 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ５ の 制 御 に 従 っ て 、 Ｒ
リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ 用 の 音 声 ソ ー ス セ レ ク タ １ ３ ａ に よ り 選 択 さ れ た 音 声 ソ ー ス 信 号 に 対
し て 、 各 リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ ， ２ ３ に お け る 再 生 ソ ー ス の 異 同 に 応 じ た 音 場 （ モ ノ ラ
ル 音 あ る い は ス テ レ オ 音 等 ） と な る よ う に 所 定 の 信 号 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
す な わ ち 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ５ は 、 Ｌ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ と Ｒ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ３
と で 同 一 の Ａ Ｖ ソ ー ス を 再 生 し て い る か 否 か を 検 出 す る 。 こ れ は 、 操 作 部 １ ４ の 操 作 に よ
っ て 各 リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ 用 セ レ ク タ １ ３ ， １ ４ に お い て ど の Ａ Ｖ ソ ー ス が 選 択 さ れ て い
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る か を 見 る こ と に よ っ て 判 定 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ５ は こ の 検 出 結
果 に 応 じ て 、 各 音 声 処 理 部 １ ６ ， １ ７ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
具 体 的 に は 、 両 リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ ， ２ ３ に お い て 同 一 の Ａ Ｖ ソ ー ス を 再 生 し て い る
と き は 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ５ が 各 音 声 処 理 部 １ ６ ， １ ７ を 制 御 し て 、 Ｌ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ
２ ２ の ス ピ ー カ ２ ２ ａ か ら Ｌ チ ャ ネ ル の 音 声 信 号 を 出 力 し 、 Ｒ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ３ の
ス ピ ー カ ２ ３ ａ か ら Ｒ チ ャ ネ ル の 音 声 信 号 を 出 力 す る よ う に す る 。 こ れ に よ り 、 再 生 中 の
Ａ Ｖ ソ ー ス に 関 し て 左 右 の ス ピ ー カ ２ ２ ａ ， ２ ３ ａ か ら ス テ レ オ 音 声 を 出 力 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
一 方 、 両 リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ ， ２ ３ に お い て 異 な る Ａ Ｖ ソ ー ス を 再 生 し て い る と き は
、 コ ン ト ロ ー ラ １ ５ が 各 音 声 処 理 部 １ ６ ， １ ７ を 制 御 し て 、 Ｌ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ の
ス ピ ー カ ２ ２ ａ と Ｒ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ３ の ス ピ ー カ ２ ３ ａ と の 双 方 か ら 、 各 Ａ Ｖ ソ ー
ス の 音 声 信 号 を そ れ ぞ れ Ｌ ＋ Ｒ の モ ノ ラ ル 音 声 と し て 出 力 す る よ う に す る 。 つ ま り 、 左 右
の ス ピ ー カ ２ ２ ａ ， ２ ３ ａ か ら 異 な る Ａ Ｖ ソ ー ス の モ ノ ラ ル 音 声 が そ れ ぞ れ 独 立 し て 出 力
さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ２ は 、 上 述 の 動 作 を ま と め て 示 し た 図 で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の Ａ Ｖ シ
ス テ ム で は 、 左 右 の リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ ， ２ ３ で 別 ソ ー ス を 再 生 し て い る と き は 、 左
右 の ス ピ ー カ ２ ２ ａ ， ２ ３ ａ か ら そ れ ぞ れ Ｌ ＋ Ｒ の モ ノ ラ ル 音 声 を 出 力 す る 。 ま た 、 左 右
の リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ ， ２ ３ で 同 一 ソ ー ス を 再 生 し て い る と き は 、 左 右 の ス ピ ー カ ２
２ ａ ， ２ ３ ａ か ら Ｌ チ ャ ネ ル 、 Ｒ チ ャ ネ ル の 音 声 信 号 を 出 力 す る こ と に よ り 、 ス テ レ オ 音
声 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
上 記 図 １ の 実 施 形 態 で は 、 車 両 の 後 部 座 席 に 左 右 ２ つ の リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ ， ２ ３ を
備 え る Ａ Ｖ シ ス テ ム に 本 発 明 を 適 用 す る 例 に つ い て 説 明 し た が 、 ３ つ 以 上 の リ ア ・ デ ィ ス
プ レ イ を 備 え る Ａ Ｖ シ ス テ ム に も 本 発 明 を 適 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 図 ３ は 、 左 右 お よ
び 中 央 に ３ つ の リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ を 備 え た Ａ Ｖ シ ス テ ム の 構 成 例 を 概 略 的 に 示 す 図 で あ
る 。 な お 、 こ の 図 ３ に お い て 、 図 １ に 示 し た 構 成 と 同 一 の 機 能 を 有 す る 部 分 に は 同 一 の 符
号 を 付 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ３ に お い て 、 ２ ４ は Ｃ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ で あ り 、 後 部 座 席 の 中 央 に 設 け ら れ る （ 例 え
ば 、 前 部 座 席 の ヘ ッ ド レ ス ト に ア ー ム 部 材 を 取 り 付 け 、 こ の ア ー ム 部 材 に Ｃ リ ア ・ デ ィ ス
プ レ イ ２ ４ を 取 り 付 け る ） 。 こ の Ｃ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ４ も 他 の リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２
２ ， ２ ３ と 同 様 に 、 音 声 を 出 力 す る ス ピ ー カ ２ ４ ａ と 映 像 を 表 示 す る モ ニ タ 部 ２ ４ ｂ と を
備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
１ ０ ’ は ヘ ッ ド ユ ニ ッ ト で あ り 、 図 １ に 示 し た ヘ ッ ド ユ ニ ッ ト １ ０ と ほ ぼ 同 様 の 機 能 構 成
を 有 す る 。 た だ し 、 Ａ Ｍ ， Ｆ Ｍ ， Ｔ Ｖ ， Ｃ Ｄ ， Ｄ Ｖ Ｄ の 各 種 ソ ー ス 信 号 の 中 か ら 何 れ か を
選 択 し て 出 力 す る Ｃ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ 用 セ レ ク タ と 、 こ の セ レ ク タ に よ り 選 択 さ れ た 音
声 ソ ー ス 信 号 に 対 し て 所 定 の 信 号 処 理 を 行 う Ｃ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ 用 音 声 処 理 部 と を 更 に
備 え て い る （ 共 に 図 示 せ ず ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
Ｃ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ 用 セ レ ク タ の 機 能 は 、 図 １ に 示 し た Ｌ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ 用 セ レ ク
タ １ ２ お よ び Ｒ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ 用 セ レ ク タ １ ３ と 同 様 で あ る 。 ま た 、 Ｃ リ ア ・ デ ィ ス
プ レ イ 用 音 声 処 理 部 は 、 Ｃ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ 用 セ レ ク タ に よ り 選 択 さ れ た 音 声 ソ ー ス 信
号 の Ｌ チ ャ ネ ル と Ｒ チ ャ ネ ル と を 合 体 さ せ て 、 常 に Ｌ ＋ Ｒ の 音 声 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ヘ ッ ド ユ ニ ッ ト １ ０ ’ 内 の コ ン ト ロ ー ラ は 、 Ｌ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ 、 Ｒ リ ア ・ デ ィ ス
プ レ イ ２ ３ 、 Ｃ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ４ に お い て 同 一 の Ａ Ｖ ソ ー ス を 再 生 し て い る か 否 か
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を 検 出 す る 。 そ し て 、 そ の 検 出 結 果 に 応 じ て 、 各 リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ ～ ２ ４ に 出 力 す
る 音 声 信 号 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
す な わ ち 、 全 リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ ～ ２ ４ に お い て 同 一 の Ａ Ｖ ソ ー ス を 再 生 し て い る こ
と を 検 出 し た と き は 、 Ｌ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ か ら Ｌ チ ャ ネ ル の 音 声 信 号 、 Ｒ リ ア ・ デ
ィ ス プ レ イ ２ ３ か ら Ｒ チ ャ ネ ル の 音 声 信 号 、 Ｃ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ４ か ら Ｌ ＋ Ｒ チ ャ ネ
ル の 音 声 信 号 を 出 力 す る よ う に 制 御 す る 。 こ れ に よ り 、 ３ つ の リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ ～
２ ４ か ら サ ラ ウ ン ド 音 声 を 出 力 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
一 方 、 各 リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ ～ ２ ４ の 少 な く と も １ つ に お い て 異 な る Ａ Ｖ ソ ー ス を 再
生 し て い る と き は 、 全 リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ ～ ２ ４ か ら Ｌ ＋ Ｒ チ ャ ネ ル の 音 声 信 号 を 出
力 す る よ う に 制 御 す る 。 こ れ に よ り 、 ３ つ の リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ ～ ２ ４ か ら 異 な る Ａ
Ｖ ソ ー ス の モ ノ ラ ル 音 声 が そ れ ぞ れ 独 立 し て 出 力 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ４ は 、 上 述 の 動 作 を ま と め て 示 し た 図 で あ る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 左 右 お よ び 中 央 の リ
ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ ～ ２ ４ で 別 ソ ー ス を 再 生 し て い る と き は 、 こ れ ら ３ つ の リ ア ・ デ ィ
ス プ レ イ ２ ２ ～ ２ ４ か ら そ れ ぞ れ Ｌ ＋ Ｒ の モ ノ ラ ル 音 声 を 出 力 す る 。 ま た 、 左 右 お よ び 中
央 の リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ ～ ２ ４ で 同 一 ソ ー ス を 再 生 し て い る と き は 、 左 右 の リ ア ・ デ
ィ ス プ レ イ ２ ２ ， ２ ３ か ら Ｌ チ ャ ネ ル 、 Ｒ チ ャ ネ ル の 音 声 信 号 、 中 央 の リ ア ・ デ ィ ス プ レ
イ ２ ４ か ら Ｌ ＋ Ｒ チ ャ ネ ル の 音 声 信 号 を 出 力 す る こ と に よ り 、 サ ラ ウ ン ド 効 果 の あ る 音 声
を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
さ ら に 、 左 右 お よ び 中 央 の リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ ～ ２ ４ で 同 一 ソ ー ス を 再 生 し て い る と
き に 、 各 リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ ～ ２ ４ に 出 力 さ れ る Ｌ チ ャ ネ ル 、 Ｒ チ ャ ネ ル 、 Ｌ ＋ Ｒ チ
ャ ネ ル の 各 系 統 の 音 声 信 号 に 対 し て そ れ ぞ れ フ ィ ル タ 処 理 、 遅 延 処 理 、 あ る い は こ の 両 方
を 施 す よ う に し て も 良 い 。 図 ５ は 、 そ の フ ィ ル タ 処 理 お よ び 遅 延 処 理 の 一 例 を 示 す 図 で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 ５ に 示 す 例 で は 、 フ ィ ル タ 処 理 を 施 す こ と に よ っ て 、 中 央 の Ｃ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ４
に は 人 の 歌 声 等 の 周 波 数 帯 域 の み を 抽 出 し て 音 声 出 力 し 、 左 右 の リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２
， ２ ３ に は 楽 器 の 周 波 数 帯 域 を 抽 出 し て 音 声 出 力 す る よ う に し て い る 。 ま た 、 遅 延 処 理 を
施 す こ と に よ っ て 、 左 右 の リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ ， ２ ３ か ら 出 力 さ れ る 楽 器 の 音 声 が 、
中 央 の Ｃ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ４ か ら 出 力 さ れ る 歌 声 等 の 音 声 よ り も 遅 れ て 聞 こ え る よ う
に し て い る 。 こ の よ う に す る こ と に よ り 、 よ り 広 が り 感 の あ る 音 場 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
な お 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 後 部 座 席 の ス ピ ー カ と し て 、 リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ に 搭 載 さ れ た
ス ピ ー カ を 用 い る 例 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は デ ィ ス プ レ イ 搭 載 の ス ピ ー カ を 用 い る
例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 後 部 座 席 の 後 方 等 に 設 置 さ れ る リ ア ス ピ ー カ を 用
い て 同 様 の 制 御 を 行 う よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 後 部 座 席 に 設 置 さ れ る 複 数 の リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ を 用 い て ス テ
レ オ 音 声 や サ ラ ウ ン ド 音 声 を 得 る 例 に つ い て 説 明 し た が 、 更 に フ ロ ン ト ス ピ ー カ や リ ア ス
ピ ー カ を 加 え て ス テ レ オ 音 声 や サ ラ ウ ン ド 音 声 を 得 る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
例 え ば 、 図 １ の よ う に フ ロ ン ト ス ピ ー カ ２ １ と リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ ， ２ ３ と を 備 え た
Ａ Ｖ シ ス テ ム に お い て 、 フ ロ ン ト ス ピ ー カ ２ １ と リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ ， ２ ３ の 全 て に
お い て 同 一 の ソ ー ス を 再 生 し て い る と き に は 全 体 と し て サ ラ ウ ン ド 音 声 を 出 力 す る よ う に
し 、 フ ロ ン ト ス ピ ー カ ２ １ と リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ ， ２ ３ と で 異 な る ソ ー ス を 再 生 し て
い る と き に は 、 上 記 実 施 形 態 で 説 明 し た の と 同 様 の 音 声 出 力 を 行 う よ う に す る こ と が 可 能
で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 Ｌ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ と Ｒ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ３ と で 異 な る ソ ー ス を 再 生 し
て い る 場 合 で あ っ て も 、 Ｌ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ ２ ２ と Ｌ フ ロ ン ト ス ピ ー カ あ る い は Ｌ リ ア
ス ピ ー カ と で ス テ レ オ 音 声 あ る い は サ ラ ウ ン ド 音 声 を 出 力 す る と と も に 、 Ｒ リ ア ・ デ ィ ス
プ レ イ ２ ３ と Ｒ フ ロ ン ト ス ピ ー カ あ る い は Ｒ リ ア ス ピ ー カ と で ス テ レ オ 音 声 あ る い は サ ラ
ウ ン ド 音 声 を 出 力 す る よ う に す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
そ の 他 、 上 記 実 施 形 態 は 、 何 れ も 本 発 明 を 実 施 す る に あ た っ て の 具 体 化 の 一 例 を 示 し た も
の に 過 ぎ ず 、 こ れ に よ っ て 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 が 限 定 的 に 解 釈 さ れ て は な ら な い も の で あ
る 。 す な わ ち 、 本 発 明 は そ の 精 神 、 ま た は そ の 主 要 な 特 徴 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 様 々 な
形 で 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 上 述 し た よ う に 、 車 両 内 に 複 数 の ス ピ ー カ を 備 え 、 任 意 の Ａ Ｖ ソ ー ス を 独 立 し て
再 生 可 能 に 成 さ れ た Ａ Ｖ シ ス テ ム に お い て 、 こ れ ら 複 数 の ス ピ ー カ で 単 一 の ソ ー ス を 再 生
し て い る か 否 か を 検 出 し 、 そ の 検 出 結 果 に 応 じ て 当 該 複 数 の ス ピ ー カ に 対 し て 出 力 す る 音
声 信 号 を 制 御 す る よ う に し た の で 、 例 え ば 単 一 ソ ー ス の 再 生 が 検 出 さ れ た と き に 、 当 該 単
一 ソ ー ス の 音 声 信 号 を 複 数 の 系 統 （ 例 え ば 、 Ｌ チ ャ ネ ル と Ｒ チ ャ ネ ル ） に 分 け て 出 力 す る
こ と に よ り 、 ス テ レ オ 音 声 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 上 記 単 一 ソ ー ス の 音 声 信 号 を 複 数 の 系 統 （ 例 え ば 、 Ｌ チ ャ ネ ル 、 Ｒ チ ャ ネ ル 、 Ｌ ＋
Ｒ チ ャ ネ ル ） に 分 け て 出 力 す る こ と に よ り 、 サ ラ ウ ン ド 音 声 を 得 る こ と も で き る 。 さ ら に
、 こ れ ら 各 系 統 の 音 声 信 号 に 対 し て そ れ ぞ れ フ ィ ル タ 処 理 、 遅 延 処 理 、 あ る い は こ の 両 方
を 施 す こ と に よ り 、 更 に 複 雑 な サ ラ ウ ン ド 効 果 を 得 る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 に よ る Ａ Ｖ シ ス テ ム の 要 部 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す Ａ Ｖ シ ス テ ム の 動 作 を ま と め て 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 形 態 に よ る Ａ Ｖ シ ス テ ム の 他 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 す Ａ Ｖ シ ス テ ム の 動 作 を ま と め て 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ に 示 す ヘ ッ ド ユ ニ ッ ト の 内 部 に 備 え ら れ る Ｌ リ ア 用 、 Ｒ リ ア 用 、 Ｃ リ ア 用 の
各 音 声 処 理 部 で 行 う フ ィ ル タ 処 理 お よ び 遅 延 処 理 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ラ ジ オ チ ュ ー ナ
２ 　 テ レ ビ チ ュ ー ナ
３ 　 Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ
４ 　 Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ
５ 　 ソ ー ス 信 号 入 力 端 子
１ ０ ， １ ０ ’ 　 ヘ ッ ド ユ ニ ッ ト
１ １ 　 フ ロ ン ト ス ピ ー カ 用 セ レ ク タ
１ １ ａ 　 音 声 ソ ー ス セ レ ク タ
１ ２ 　 Ｌ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ 用 セ レ ク タ
１ ２ ａ 　 音 声 ソ ー ス セ レ ク タ
１ ２ ｂ 　 映 像 ソ ー ス セ レ ク タ
１ ３ 　 Ｒ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ 用 セ レ ク タ
１ ３ ａ 　 音 声 ソ ー ス セ レ ク タ
１ ３ ｂ 　 映 像 ソ ー ス セ レ ク タ
１ ４ 　 操 作 部
１ ５ 　 コ ン ト ロ ー ラ
１ ６ 　 Ｌ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ 用 音 声 処 理 部
１ ７ 　 Ｒ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ 用 音 声 処 理 部
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２ １ 　 フ ロ ン ト ス ピ ー カ
２ ２ 　 Ｌ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ
２ ２ ａ 　 ス ピ ー カ
２ ２ ｂ 　 モ ニ タ 部
２ ３ 　 Ｒ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ
２ ３ ａ 　 ス ピ ー カ
２ ３ ｂ 　 モ ニ タ 部
２ ４ 　 Ｃ リ ア ・ デ ィ ス プ レ イ
２ ４ ａ 　 ス ピ ー カ
２ ４ ｂ 　 モ ニ タ 部
２ ５ 　 信 号 出 力 端 子

10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

(9) JP 2004-17914 A 2004.1.22



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｈ０４Ｎ   5/60    　　　Ｚ          　　　　　

(10) JP 2004-17914 A 2004.1.22


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

